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四年には、危機後の経済再建も一段落し、外国資本の活用と投資環境の整備が最優先課題となった。危機により国内資本の多くが毀損し、大量 資本 逃避したため、既存のインフラの修復もままならない状態にあった。そのためユドヨノ大統領は就任後間もない二〇〇五年一月に、大々的 インフラサミットを開催し、 ドネシアへの投資を世界に呼びかけた。翌年二月には、投資環境改善 関するパッケージの中で新投資法 制定と労働法の改定をうたい、外資の呼び込みを図った。　
外国企業を誘致するために必要























自国の利益になっていないという反省につながり、政策は国益重視へと変化していく。通貨危機以降ＩＭＦに指導された政策では、外資導入の必要性もあり極端 自由化が進められた。たとえば銀行株式の外国資本所有は九九％まで認められ、これによりインドネシアの有力民間商業銀行 ほとんどが外国資本となった。二〇一二年、政策は大きく転換され、外資は大幅に制限されることになった。インドネシア国籍・外国籍にかかわらず適用されるも の、商業銀行の所有について①単一の銀行・非銀行金融機関の所有は資本 四〇％、②単一の事業会社は同三〇％③個人は同二〇％となった。　
国益重視の顕著な例が二〇〇九
年の新鉱業法である。新鉱 法は、鉱物資源の効率的な管理と高付加価値化を目的として 鉱石の国内での加工・精錬を義務づけ、







外国企業が契約を結ぶ際に混乱をきたした。これに似た事例として、二〇一一年に制定された通貨法では、ルピアの利用を強制する内容が規定された。当初は現金決済取引のみに適用されるという財務省の公式見解が出され が、二〇一五年三月 中銀規則で七月から全取引にルピア使用 義務化されさらに、二〇一三年の外国人就業規則で、外国企業からの派遣者はインドネシア語習得を義務化するなど（二〇一五八月、大統領が見直しを要求） 、ビジネス 多くの場面でインドネシアという要素が
強調されてきている。●政策の方向性の変化　
このように、時代とともに政策
の方向性は変化している。図で法律を要因別・目的別に分類し政策の変化 確認してみる。横軸に「国際標準化（外的要因） 」と「制度整備（内的要因） 」の要素をとり、縦軸に市場経済原理導入のための「自由化、競争力強化、民営化」と、国内産業保護といった「保守化」をとる。 「国際標準化（外的要因） 」とは、ＩＭＦの指導や世界貿易機関（ＷＴＯ） 国際
労働機関（ＩＬＯ）など国際機関との協定にもとづく国際標準化を目指すものや、ＡＳＥＡＮ経済同体（ＡＥＣ）設立にむけたＡＳＥＡＮでの合意などが策定の背景にあるもの ある。 「制度整備（内的要因） 」は、長らく法的根拠なっていたオランダ統治時代の商法典や慣習法が時代に即さ くなったため、新たに策定されたものを対象とする。縦軸の上方は「ガバナンスの強化と市場原理の導入」を目的に策定されたも 、縦軸の下方は、条文の総則や目的に「保護」 「国益」 「国民の利益」といった文言を含むものや外資規制が強化されたもの 対象 している。これにより一九九八年から二〇一四年までの一七年間に制定された経済関連法が、自由化・規制緩和から、国内の制度整備に重点を移し、さらに国内利益重視へと変化してきた様子を大 か 見通すことができる。●ジョコウィ新政権の課題　
これまでみてきたように、経済
法制度は通貨危機後一五年以上かけて整備されてきた。しかし、制度の質は運用の巧拙によって決まる。危機直後に策定され非常に期
待された破産法は、外国投資家に不利かつ公正でない判決が続き実効性のない法律とみなされた。また、知的財産権も整備は進んだものの、権利 侵害はインドネシア国内のいたる所でみら る。最も深刻な は 汚職が後を絶たない裁判所に対する信頼の低さであり、整備された制度を適正に運用する土壌が培われていな ことが、インドネシアの多くの問題の根底にある。 また、 アドホックな規制 突如として導入され、外国企業が翻弄される事例が増え、法の予見可能性の低さが現在のインドネシアリスクのひとつとなっている。　
ジョコウィ政権では、政策の実
















governance in the A
sian finan-




ics 58; 2000, pp.141-186.
図１　経済関連法の特徴による分類
（出所）　筆者作成。
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